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２．平成２０年度の研究の特筆すべき成果

フォトニック情報通信技術では、将来の超高速光通信技術として期待される半導体光ゲートに関する研

究で多く成果を達成した。まず、世界で初めて、半導体光ゲートの消費エネルギー特性を、系統的な実験

を通して評価・モデル化し、従来OEO方式の 1/10以下の省エネルギー性能見通しを得た。また、半導体

光ゲートの新しい加速方式を発見し、かつ、物理モデル化に成功した。これらの成果は電通大・KDDI 研

究所や電通大・デンマーク工大の共同研究成果などを発展させたものであり、学術論文発表・学会発表の

他、日刊工業新聞への報道発表も実施している（2008/6/27)。フォトニックネットワークのための光信号処

理技術に関する研究においては、半導体光増幅器スイッチと光ファイバ四光波混合を組合せた、non

return to zero (NRZ)光信号を return to zero(RZ)光信号に変換する機構を提案した。この機構により、光信

号の波長変換及びRZ信号のパルス幅を柔軟に可変することが可能となり、光ファイバ伝送路のパラメータ

に応じた伝送品質の最適化を達成した。

ユビキタスネットワーク技術では、新世代ネットワーク研究の一環として、地球規模のユビキタスワイヤレス

ネットワーク構築を目指してアプライアンス主導型ネットワーク（ADUN）構想を提唱し、プロトタイプ実装を

通じてその実現性を検証した。従来の無線ネットワークでは、端末（アプライアンス）の無線インタフェース

は標準化して初めてネットワーキングが可能となってきたが、ユビキタスネットワークではアプリケーションの

一部としてアプライアンスが設計される傾向が強く、アプライアンスの無線インタフェース標準化は困難にも

見える。ADUNでは、アプライアンスが発する無線信号を含む広範囲の無線帯域をディジタルサンプリング

し、センターサーバに伝送してソフトウェア無線技術で送受信することにより、アプライアンスの無線インタ

フェースにネットワーク側が自動適応する。フォトニック情報通信技術などによるインターネットのさらなる超

高速大容量化を期待して新アーキテクチャが成長、確立することを目指し、インターネットオーバレイとオ

ープンソフトウェア活用を特徴とする ADUNアーキテクチャを設計し、３００ＭＨｚ帯のＲＦＩＤタグに対応する

プロトタイプを実装して、基本構想の実現性を実証するとともに、オープンソースソフトウェア適用上の課題

を明らかにした。

３．平成２０年度の研究成果の公表実績（主催した研究会、研究成果の発信状況等）
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[2] 「アドホック・センサネットにおけるタイミング同期の安定化，セキュリティ向上に関する

研究（継続）」電子回路基盤技術振興財団（田中（久）：1,100 千円）

[3] 「フォトニックネットワークのための光信号波形制御による全光ノード技術の研究」
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[5] 「マルチモード光ファイバで構成された光給電型光ファイバ無線アクセスシステム

に関する研究」中部電力基礎技術研究所（松浦：1,700 千円）

[6] 「全光信号変換回路を用いたフォトニックネットワーク技術に関する研究」

電気通信普及財団（松浦：1,400 千円）

[7] 「光信号再生型光バッファ回路に関する研究」

公益信託 小澤・吉川記念エレクトロニクス研究助成基金（松浦：3,000 千円）

（4）共同研究

[1] 「センサネットにおけるタイミング同期に関する技術指導」（田中（久））

（株）キャンパスクリエイト，（株）OS テクノロジー

[2] 「マルチコア向け分散処理フレームワークに関する研究」（大須賀：630 千円）（株）東芝

[3] 「ユビキタスデータ利用技術の研究」（市川：1,364 千円）ＮＴＴ未来ねっと研究所

[4] 「情報通信構成要素の安全性検証技術の高度化に関する調査研究」（市川：1,500 千円）

NTT コミュニケーションズ

[5] 「電通大・船井デジタル情報家電プロジェクト」船井電機（株）

（笠井：2,500 千円, 田野研共同研究）

５．今後の研究発展（外部への発信、外部資金獲得計画を含む）

新年度も、学会活動を中心に、積極的な研究成果の公表を実施していく。また、イノベーティブ・ネットワ

ーク研究分野を網羅したシンポジウム・講演会を本研究ステーション主催で開催し、第一線で国際的に活

躍する外部研究者による招待講演等を行い、学内外、産学官の研究連携強化を目指す。

外部資金獲得については、継続研究や新年度から採択された研究プロジェクト以外にも、次年度へ繋が

る大きな研究資金獲得に積極的に取り組んで行く。
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